


　1948年カリフォルニア生まれ。弁護士でアマチュアビオリストの父のもと、6歳から
チェロを始める。13歳で、伝説的チェロ奏者にして教育者のグレゴール・ピアティゴルス
キーに出会い、師が指導育成に力を注ぐ南カリフォルニア大学「音楽科特待生クラス」に
迎え入れられる。
　22歳からは同クラスにおいて師の助手を務め、以降、師が亡くなるまで父子のような交
情を保つ。同時期、世界的バイオリニストであるヤッシャ・ハイフェッツのマスタークラスに
も招かれ、室内楽を共演する。1977年アメリカ、ヌーンバーグコンクール優勝を機に米国
内デビュー。ピッツバーグ交響楽団の主席チェリストに就任。翌年、第６回チャイコフス
キー国際コンクールでアメリカ人初のチェリストとして金メダルを受賞、以降世界的名手
として広く知られるところとなる。
　ロサンジェルス交響楽団を始めとして、ニューヨーク、チェコ、ライプチヒ、フィラデル
フィア、ミネソタ、スイス、ドレスデン、ロンドン、ピッツバーグ、シアトル、アトランタ、シン
シナチ、インディアナポリス、ダラス、ヒューストン、バンクーバーなど、世界各地のオーケ
ストラにソリストとして招かれる。カーネギホールにてメニューイン、スターン、ズーカマ
ン、プレヴィンなどと共演、またセンチュリークラブにてジャズクラリネットの第一人者ベ
ニー・グッドマンと共演する。ジョン・ウィリアムス指揮、ボストンポップスとのチャイコフ
スキー/ロココの主題による変奏曲共演も話題となった。
　これまでの来日は、チャイコフスキーコンクール優勝後、東京、大阪でのリサイタル。
1966年～1999年の笛吹国際音楽祭、2002年札幌、2004年清水勝雄メモリアルコン
サートにて、皇后陛下のご来臨を賜る。インターロッケン夏期室内楽音楽例祭の芸術監
督、アラスカ・シトカ夏期音楽祭の創始者の一人でもある。ダラス市のサウスメソジスト大
学、ニューハンプシャー州トーマス大学、マンハッタン音大にて教鞭をとる。録音には、バッ
ハ、ブラームス、メンデルスゾーン、チャイコフスキー、ショスタコヴィッチ、などのＣＤがあ
る。使用楽器は1738年製の”モンタニヤーナ”。2011年２月より日本在住。日本での演奏・
教育活動にも熱心に取り組んでいる。

　大阪府出身。1994年PTNA・C級金賞、1995年日本学生音楽コンクール小学生の部西
日本大会2位、他。15歳で単身渡米、サンフランシスコ音楽大学およびジュリアード音楽院
で学ぶ。これまでにワールド・ユースシンフォニー、カリフォルニア・ユースシンフォニー、Ｕ
Ｃデイヴィス・シンフォニー、 パロアルト・フィルハーモニク、サンフランシスコ・コンサヴァ
トリー・オーケストラ、ゼファー・ミュージック・フェスティバル・オーケストラ、マスター・シ
ンフォニア・チェンバーオーケストラ等と共演。ロス・マッキーピアノコンクール、サンホゼ・
ヤングアーティスト・ オーディションで優勝。プラッツから『L'enfant de la musique』
(1999)、『Akimi Plays Chopin and Liszt』(2002)をリリース。2011年に日本ウエスト
ミンスターよりクリスティーヌ・ワレフスカ(チェロ)＆福原彰美DuoライブCDが発売された。 
　室内楽では、フレッド シェリー、クリスティーヌ ワレフスカ、アレクサンダー バランチッ
クなど著名な音楽家と共演、また現代音楽ではニューヨークのメトロポリスアンサンブル
と共演する。2010年2月にハイチ大震災チャリティーコンサートでピアノソロを演奏、
ニューヨークタイムズで好評を得る。また2010年、アンサンブル・トムシャ（編成：メゾソ
プラノ、ピアノ連弾、 弦楽四重奏、フルート）を結成。様々な楽器編成の楽曲を盛り込んだ
プログラムを試み、アメリカの由緒ある情報誌NewYorkerに掲載される。2011年シャネ
ル・ピグマリオンデイズ参加アーティスト。2013年春にクリスティーヌ ワレフスカ氏との
日本・台湾ツアーに参加し、東京・紀尾井ホールや台湾の国家音楽廰など１４会場で演奏
する。また同年、サンフランシスコ交響楽団の室内楽シリーズに出演し、サンフランシスコ
エグザミナー紙にて絶賛される。
　これまでに多胡まき枝、松岡三恵、マック マックレイ、シャロン マン、ヨヘイヴェド カ
プリンスキーの各氏に師事。現在はニューヨークとサンフランシスコを拠点に活動中。
ホームページ　http://www.akimifukuhara.com


